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新
潟
。
下
ノ
西
遺
跡

所
在
地
　
　
　
新
潟
県
三
島
郡
和
島
村
大
字
小
島
谷

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
四
月
１

一

二
月

発
掘
機
関
　
　
和
島
村
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
田
中
　
靖

遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
後
半
ｔ

一
〇
世
紀
前
半

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
ノ
西
遺
跡
は
、
島
崎
川
低
地
の
微
高
地
に
位
置
し
て
お
り
、
北
側
に
は
島

崎
川

。
小
島
谷
川

・
梅
田
川
の

合
流
点
を
控
え
、
北
陸
道
が
付

近
を
通
過
す
る
な
ど
、
水

・
陸

上
交
通
の
要
衝
の
地
に
立
地
す

る
古
代
遺
跡
で
あ
る
。
周
辺
に

は
同
時
期
の
遺
跡
が
高
密
度
に

分
布
し
、
本
遺
跡
北
西
八
〇

〇
ｍ
に
は
、
古
志
郡
衛
に
関
連

す
る
と
い
わ
れ
る
国
指
定
史
跡

人
幡
林
官
衛
遺
跡
が
所
在
す
る
。

下
ノ
西
遺
跡
で
は
、　
一
九
九
六
年
度
以
降
、
和
島
村
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て

数
次
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
を
中
心
と
す
る

多
数
の
遺
構

。
遺
物
を
確
認
し
て
い
る
。
遺
構
で
は
、
平
面
積
二
五
六
ポ
を
最

大
と
す
る
多
数
の
掘
立
柱
建
物
や
南
北
道
路
、　
一
〇
〇
〇
個
体
を
越
す
土
師
器

椀
を
廃
棄
し
た
土
坑
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
遺
物
に
は
多
量
の
施
釉
陶
器

・
帯

金
具

・
木
簡
な
ど
が
み
ら
れ
、
遺
構
の
様
相
と
と
も
に

一
般
集
落
と
は
異
な
っ

た
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
公
出
挙

。
国
司
借
貸
に
つ
い
て
記
し
た
帳

簿
様
木
簡
や
、
「越
後
国
高
志
郡
」
と
国
名
か
ら
書
き
は
じ
め
る
貢
進
物
付
札

は
、
本
遺
跡
が
古
志
郡
行
関
連
遺
跡
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
度
の
調
査
で
は
木
簡
三
二
点
が
出
土
し
た
が
、
こ
こ
で
は
釈
読

で
き
な
い
削
婿
五
点
を
除
く

一
七
点
を
紹
介
す
る
。
出
土
遺
構
は
、　
一
点
が
井

戸
Ｓ
Ｅ
九
五
六
で
あ
る
以
外
は
、
全
て
過
去
に
木
簡
が
出
土
し
た
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇

一
と
直
交
す
る
Ｓ
Ｄ
二
〇
二
で
あ
る
。
両
溝
は
建
物
Ｓ
Ｂ
二
三
を
囲
う
排
水

。

区
画
施
設
と
み
ら
れ
、
同
時
に
機
能
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
本
溝
か
ら
は
、

馬
形

・
斎
串
な
ど
の
祭
祀
具
が
比
較
的
多
く
出
土
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
二

【ｕ遅
召
ヵ
〕

ω
　
・
□
越
後
国
□
□

（
３

Ｃ

×

Ｓ
ｅ

×
い
　
ｏ
曽
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回
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力
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□
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九
五
六
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茜
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中いヽ
台

×
ω
き

完
形
で
あ
る
０
以
外
は
、
折
損
・
二
次
加
工
な
ど
に
よ
り
原
形
が
損
な
わ
れ



て
い
る
。
以
下
で
は
あ
る
程
度
釈
読
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
概
要
を
記
す
。

ω
は
、
二
片
に
割
れ
、
左
辺
以
外
は
原
形
を
と
ど
め
な
い
。
文
中
に

「越
後

国
」
の
記
載
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
が
、
断
片
の
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

０
は
、
完
形
の
付
札
で
、
頭
部
右
側
の
切
り
込
み
に
近
い
部
分
に
穿
孔
が
み

ら
れ
る
。
表
面
に
物
品
名
で
あ
る

「志
多
々
美
」
（小
さ
い
巻
き
貝
の
一
種
）
の

文
字
、
裏
面
に
貢
進
者
と
み
ら
れ
る

「丈
部
」
の
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

い
は
、
上
下
端
及
び
右
辺
を
欠
損
す
る
。
原
形
を
と
ど
め
る
左
辺
は
、
下
に

向
け
て
や
や
細
く
成
形
さ
れ
て
お
り
、　
一
見
封
絨
木
簡
の
柄
部
に
似
る
。
両
面

に
文
字
が
認
め
ら
れ
、　
一
面
は
人
名
を
列
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
ウ
ジ
名
の

「道
君
」
「阿
刀
連
」
は
、
い
ず
れ
も
越
後
国
で
は
初
見
で
あ
る
。

①
は
、
二
片
に
割
れ
て
お
り
、
上
端
は
表
面
か
ら
刃
物
を
入
れ
て
切
断
し
て

い
る
。
「大
夫
」
に
つ
い
て
は
既
出
土
資
料
に

「抜
大
夫
」
と
あ
り

（本
誌
第
二

〇
号
）、
国
司
に
対
す
る
尊
称
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
は
、
上
下
左
右
と
も
に
、
文
字
を
切
っ
て
二
次
加
工
が
な
さ
れ
て
い
る
。

断
片
の
た
め
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
出
挙
に
関
わ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

⑭
は
、
五
片
に
割
れ
る
。
下
端

・
左
辺
は
原
状
。
表
面
は
人
名
の
列
記
と
み

ら
れ
る
。
裏
面
は
、
「神
亀
二
」
（年
）
と
書
か
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
Ｓ

Ｄ
二
〇

一
。
二
〇
二
出
土
資
料
の
所
属
時
期
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
新
潟
大
学
の
小
林
昌
二
氏

。
相
沢
央
氏

か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（田
中
　
靖
）




